
　

1
平成29（2017）年
第142号

　
お
正
月
と
い
え
ば
今
も
昔
も
こ
ま
回
し
。
三
原
小
学
校
の
１
年
生
が
、

老
人
大
学
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
ま
回
し
や
竹
と
ん
ぼ
、
お
手
玉
な
ど
昔
の

遊
び
を
教
わ
り
ま
し
た
（
12
／
14　
三
原
小
学
校
）
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新年のごあいさつ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、本
市
行
政
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
本
年
２
月
か
ら
、
瀬
戸
内
三
原 
築
城
４
５
０
年
事
業
の
メ
ー
ン
期
間
が

始
ま
り
ま
す
。
11
月
ま
で
の
約
10
カ
月
間
、市
内
で
は
市
民
の
皆
様
が
改
め
て
三
原
の

歴
史
と
文
化
に
触
れ
ら
れ
、そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
行
事
が
多
数

開
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
三
原
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、市
外
か
ら
お
越
し
に
な
る
お
客
様
を
皆
様
で
お
も
て
な
し
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
市
も
こ
れ
を
契
機
に
、新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
や
戦
略
的
な
情
報
発
信
、
広
域
連
携
に
よ
る
誘
客
な
ど
を
通
じ
、「
観
光
の
ま
ち
、
三

原
」の
実
現
に
向
け
て
一
層
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、三
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

掲
げ
る「
働
く
場
づ
く
り
」「
交
流
人
口
拡
大
」「
子
ど
も
・
子
育
て
充
実
」「
市
民
の
健
康
づ

く
り
」「
住
み
良
さ
向
上
」に
着
手
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
そ
の
取
り
組
み
を

前
に
進
め
、
三
原
の
ま
ち
が
明
る
く
元
気
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
ら
５
つ
の
目
標
へ
さ
ら

に
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
着
実
に
輝
か

し
い
未
来
へ
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、幸
せ
で
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　三原市長

天  満  祥  典
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筆影山から日の出と海霧を望む（平成 28年 12月撮影）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
議
会
活
動
に

温
か
い
ご
指
導
と
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
は
小
早
川
隆
景
公
が
三
原
城
を
築
城
し
て
４
５
０
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、こ

れ
を
記
念
す
る
事
業
と
し
て
２
月
か
ら
11
月
ま
で
、市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
事
業
を
契
機
に
、
市
民
の
皆
様
が
三
原
の
魅
力
を
再
認
識
さ
れ
、
市
全

体
で
集
客
基
盤
の
構
築
と
三
原
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、「
観
光
の
ま
ち
、
三
原
」の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
財
政
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
市
内
経
済
の
伸
び
悩
み
な
ど
で
歳
入

増
加
が
見
込
め
な
い
中
、
新
庁
舎
や
新
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
な
ど
大
型
事
業
の
推

進
、
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
厳
し
い
中
で
も
市
民
の
皆
様
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
、
幸
福
を

実
感
で
き
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
議
員
は
市
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の
負
託
に
し
っ
か
り
応
え
、
市

全
体
の
利
益
を
最
大
化
で
き
る
よ
う
、建
設
的
な
議
論
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、
積
極
的
に
情
報
を
公
開
・
発
信
し
、
市
民
に
分
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
、
市

民
と
と
も
に
進
め
る
議
会
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
か
ら
の
幅
広
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
く
、
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　三原市議会議長

梅  本  秀  明
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問みはらＷＥフェス事務局 小松さん
　☎080・6332・0048問文化課　☎0848・64・9234

瀬
戸
内
三
原 

築

が
始
ま
り
ま
す

　
小
早
川
隆
景
が
三
原
城
を
築
城
し
て
か

ら
今
年
で
４
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を

契
機
に
、
歴
史
が
育
ん
だ
ま
ち
、
三
原
の
魅

力
を
さ
ら
に
磨
き
、多
く
の
観
光
客
に
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、２
月
か
ら
11
月
ま
で

瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５
０
年
事
業
を
実
施

し
、「
観
光
の
ま
ち
、
三
原
」の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。
期
間
中
、市
内
で
は
65
の
行
事
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
こ
こ
で
紹
介
す
る
行
事
は
主
な
も
の
で

す
。詳
し
く
は
２・６
月
発
行
予
定
の「
築
城

４
５
０
年
事
業
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
新

聞
折
り
込
み
な
ど
で
配
布
）で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
行
事
の
日
時
や
内
容
は
開
催
月
の

広
報
み
は
ら
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※７日・９日は15時ま
で、８日は18時まで。
と ころ　法常寺(西宮
一丁目)

※駐車台数に限りがあ
ります。
内 　容　「大人女子のたしなみ講座」（ヨガ、写
経、礼状の書き方など）、着物を着て来場し
た人への記念撮影サービス

ところ　みはら歴史館（ペアシティ三原西館１階）
内 　容　「願いが成るように」と鳴り物の鈴や小石
が入り、頭が細長く、豆絞りの鉢巻きをしてい
る三原だるま。歴史民俗資料館などが所蔵する
表情豊かな三原だるまを展示 

１月７日（土）～９日（月・祝）10時から みはら歴史館  ミニ企画展

  三原だるま

ところ　三原駅前市民広場
内 　容　浮城をイメージした芸術
文化センター ポポロのイルミ
ネーションを移設・展示

築

　
　
　
　
　

 　
城
４
５
０
年
事
業

申し込み不要

１月１８日(水)～２月１２日(日) ９時～17時

１月26日（木）～３月26日（日）
18時～23時

問
築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
担
当
室

　
☎
０
８
４
８・61・０
４
５
０

絹
本
著
色
小
早
川
隆
景
像（
米
山
寺
所
蔵
）

駅前市民広場 築城
450年イルミネーション
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※
行
事
名
の（　
）内
は
実
施
日
で
す
。

● 

三
原
城
跡
歴
史
公
園
完
成
式
典（
４
日
）　

13
時
〜
14
時

と 

こ
ろ　
三
原
城
跡
天
主
台
堀
周
り

● 

瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５
０
年
事
業
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
４
日)
14
時
30

分
〜
17
時
30
分

と 

こ
ろ　
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー 

ポ
ポ
ロ

内 

容　
式
典
、
安
芸
高
田

市
と
北
広
島
町
に
よ
る

「
三
矢
の
訓お
し
え」連

携
応
援

神
楽
公
演 

な
ど

※
先
着
順
で
一
般
の
人
も

入
場
で
き
ま
す
。

● 

築
城
４
５
０
年
記
念
プ
ロ
ペ
ラ
除
幕
式

（
10
日
）

と 

こ
ろ　
三
原
内
港
東
公
園

●  

久
井
は
だ
か
祭
り・
子
ど
も
は
だ
か
祭
り

（
18
日
）

と
こ
ろ　
久
井
稲
生
神
社（
久
井
町
江
木
）

● 

み
は
ら
歴
史
館　
ミ
ニ
企
画
展「
第
６
回

み
は
ら
雛
ま
つ
り
展
」（
20
日
〜
３
月
12
日
）

●  

三
原
元
気
祭
り（
26
日
）

と
こ
ろ　
三
原
駅
前
市
民
広
場

● 

築
城
４
５
０
年
記
念
酒
の
限
定
販
売（
２

月
か
ら
）

●  

セ
ト
ウ
チ・ジ
ャ
ズ・キ
ャッ
ス
ル
’17（
26
日
）

と
こ
ろ　
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー 

ポ
ポ
ロ

●  

毛
利
元
就
父
子
ゆ
か
り
の
古
道
を
歩
こ
う

（
19
日
）

コ
ー
ス　
椋
梨
城
跡
〜
新
高
山
城
跡
の
古
道

● 

竜
王
み
は
ら
し
ラ
イ
ン
開
通
記
念
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム（
25
日
）

内
容　
開
通
記
念
の
登
り
坂
自
転
車
レ
ー
ス

● 

い
け
ば
な
閑
渕
流
展（
31
日
〜
４
月
２
日
）

と 

こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

● 
お
寺
の
が
っ
こ
う〈
２
学
期
〉（
上
旬
）

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
三
原
駅
周
辺
の
寺
院

● 

小
早
川
隆
景
も
の
が
た
り
講
演
会
①（
７
日
）

②（
28
日
）

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

テ 

ー
マ　
①
小
早
川
隆
景
の
伊
予
支
配
②
小

早
川
隆
景
と
名
島
城・博
多

● 

三
原
大
茶
会（
13・14
日
）

と
こ
ろ　
三
原
城
跡
歴
史
公
園 

な
ど

● 

浮
城
武
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
14
日
）

と
こ
ろ　
武
道
館
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

●  

羽
倉
城
主 

末
近
四
郎
三
郎
信
賀
公
４
３

５
年
祭（
28
日
）

と
こ
ろ　
Ｊ
Ａ
三
原
久
井
中
央
支
店

● 

鯉
の
城
下
町
事
業「
鯉
の
放
流
」（
下
旬
）

と
こ
ろ　
三
原
城
跡
歴
史
公
園

● 

も
み
み
☆
ま
つ
り（
４
日
）

と
こ
ろ　
道
の
駅「
み
は
ら
神
明
の
里
」

内 

容　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
車
展
示
、

コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト 

な
ど

● 

小
早
川
隆
景
も
の
が
た
り
講
演
会
③（
４
日
）

④（
18
日
）

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

テ 

ー
マ　
③
小
早
川
隆
景
と
米
山
寺
練
供
養

④
小
早
川
隆
景
と
三
原

● 

小
早
川
隆
景
ゆ
か
り
の
寺
巡
り
ツ
ア
ー

（
中
旬
）

と 

こ
ろ　
市
内
の
小
早
川
隆
景
ゆ
か
り
の
寺
院

● 

み
は
ら
肉
フ
ェ
ス
２
０
１
７（
26
日
）

と
こ
ろ　
三
原
駅
前
市
民
広
場

内 

容　
肉
を
テ
ー
マ
に
し
た
食
の
イ
ベ
ン
ト

●
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト（
中
旬
）

と
こ
ろ　
三
原
駅
前
市
民
広
場

内
容　
布
雑
貨
、小
物
な
ど
手
作
り
品
の
販
売

● 

広
島
て
っ
ぱ
ん
祭
り
２
０
１
７（
１
日
）

と
こ
ろ　
三
原
駅
前
市
民
広
場

内 

容　
県
内
の
ご
当
地
お
好
み
焼
き・
鉄
板

焼
き
の
イ
ベ
ン
ト

● 

観
月
雅
楽
鑑
賞
会（
７
日
）

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内
容　
管
弦
楽・舞
楽
の
公
演

● 

瀬
戸
内
三
原
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ツ
ア
ー（
下
旬
）

●  

三
原
浮
城
ま
つ
り
と
毛
利
三
兄
弟
ゆ
か
り

の
地
め
ぐ
り
ツ
ア
ー（
４・５
日
）

内 

容　
浮
城
ま
つ
り
と
三
原・安
芸
高
田・北

広
島
の
毛
利
三
兄
弟
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー

● 

三
原
か
が
り
火
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
５
日)

内 

容　
天
主
台
の
堀
の
周
り
に
か
が
り
火
を

設
置

と
こ
ろ　
三
原
城
跡
歴
史
公
園

● 

雪
舟
サ
ミ
ッ
ト（
11
日
）

と
こ
ろ　
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー 

ポ
ポ
ロ

内 

容　
記
念
講
演
、
雪
舟
ゆ
か
り
の
地
の
市

長
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

● 

隆
景
カ
ッ
プ 

ロ
ン
グ
ラ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
こ
ろ　
市
内
７
ゴ
ル
フ
場

● 

人
形
劇「
浮
城
も
の
が
た
り
」巡
回
公
演

内 

容　
三
原
城
、
小
早
川
隆
景
を
テ
ー
マ
に

し
た
人
形
劇
の
上
演

● 

紙
芝
居「
三
原
市
み
は
ら
し
え
ー
ぞ
」巡
回

公
演

内 

容　
三
原
城
誕
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝

居
の
上
演

● 

三
原
城
跡
絵
図・古
写
真
集
の
発
行

● 

三
原
グ
ル
メ
本
の
発
行

問問い合わせ先

築
城
４
５
０
年
事
業

メ
ー
ン
期
間
の
主
な
行
事

２ 
月

4 

月
5 
月

6 

月

3 

月

7 

月
8 

月
9 

月
10 
月

11 

月
通
年
の
イ
ベ
ン
ト
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市政フラッシュ

新
た
に
50
人
の
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
が
誕
生

天
満
市
長
ら
が
Ｎ
Ｚ
パ
ー
マ

ス
ト
ン・ノ
ー
ス
市
を
訪
問

訓
練
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
な
ど
で
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
で
は

１
１
７
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
必
要
な
資
機
材

の
整
備・購
入
に
つ
い
て
は
、加
入
世
帯
数
に

応
じ
た
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
新
規
設
立

を
考
え
て
い
る
町
内
会
や
自
治
会
は
、
危
機

管
理
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
は
11
月
19・20
日
、地
域
に
お
け
る
防
災

活
動
の
推
進
役
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
平

成
28
年
度
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
修
了
し
た
50
人
を
新
た
に

認
定
し
、
こ
れ
で
市
内
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
は

２
２
１
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
地
図
上
で
災
害
発
生
時
の
行

動
な
ど
を
確
認
す
る
訓
練
や
避
難
所
の
模
擬

運
営
、
救
急
救
命
講
習
な
ど
、
全
６
課
程
を

実
施
し
ま
し
た
。
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織

な
ど
か
ら
参
加
し
た
受
講
者
は
、
周
り
の
受

講
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課

題
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
市
で
は
、「
自
分
た
ち
の
命
と
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」と
い
う
自
助・共
助
の
考
え
の

も
と
、
大
規
模
な
災
害
に
備
え
、
地
域
住
民

が
主
体
的
に
地
域
の
防
災
活
動
を
行
う
自
主

防
災
組
織
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
は
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や

　
天
満
祥
典
市
長
、
梅
本
秀
明
市
議
会
議
長

ら
で
結
成
し
た
市
訪
問
団
は
11
月
21
日
、
新

た
な
国
際
交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
パ
ー
マ
ス
ト
ン・

ノ
ー
ス
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
同
市
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
北
島
南
部
の

中
心
都
市
。
古
く
か
ら
酪
農
の
ま
ち
と
し
て

栄
え
、
近
年
で
は
年
間
３
千
人
の
留
学
生
が

訪
れ
る
な
ど
、
国
際
的
な
学
術
都
市
と
し
て

発
展
し
て
い
ま
す
。
三
原
市
と
は
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
さ
ぎ
し
ま
大
会
を
き
っ
か
け
に
住
民

同
士
の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、
同
市
の
市
役
所
を
訪
ね
、
グ

ラ
ン
ト・ス
ミ
ス
市
長
を
は
じ
め
と
し
た
市
幹

部
と
対
談
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
教
育
な
ど

の
分
野
で
の
交
流
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

ス
ミ
ス
市
長
は「
市
内
の
公
園
に
日
本
庭

園
を
造
る
計
画
が
あ
る
の
で
、
力
を
貸
し
て

ほ
し
い
」と
話
し
、
天
満
市
長
も「
三
原
に
は

優
れ
た
造
園
家
も
い
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
う
な
ど
、で
き
る
限
り
協
力
し
た
い
」と
応

じ
ま
し
た
。

　
両
市
は
今
後
、
国
際
友
好
都
市
提
携
に
向

け
て
交
流
を
深
め
る
予
定
で
す
。

彫金家 清水南山の特別展が開催
　市出身の彫金家 清水南山の特
別展が６日から、広島県立美術
館で開催されます。市はこの展
覧会に特別協力し、所蔵する彫
金作品７点を出展しています。
　清水南山は明治８年、現在の
幸崎能地に生まれました。金属
の表面にたがねで模様などを刻
む彫金で優れた作品を生み出し、
当時美術家の最高名誉とされた
帝室技芸員や東京美術学校教授
などを歴任しました。日本画家 
平山郁夫の大叔父に当たり、優
れた画家でもありました。
　展覧会では、南山の彫金作品
を中心に、絵画、南山の師や教
え子の彫金作品など約160点を
展示し、その功績を紹介します。
　期間中は講演会やワークショ
ップも開催され、１月20日（金）
には「三原のおいしい産物とイタ
リアン」と題したディナー（有
料、要申し込み）も開かれます。

彫金家 清水南山
～広島が生んだ近代金工の巨匠～
と�　き　１月６日（金）～２月

12日（日）９時～17時
※１月６日は10時から、金曜
日は19時まで。
と�ころ　広島県立美術館（広島

市中区）
内�　容　三原市出身の彫金家 

清水南山の功績を約160点
の展示作品で紹介
入�場料　1,100円、高・大学生

700円、小・中学生400円
問広島県立美術館
　（☎082・221・6246）

問
危
機
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
６
５

問
経
営
企
画
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
２
７
０

�問い合わせ先

▲�地図上で災害時の避難行動
などを確認する受講者

▲�握手を交わす天満祥典市長と
グラント・スミス市長



問
環
境
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・63・１
２
１
０

不
妊
検
査
費
補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

三
原
情
景
写
真
展

写
真
家 

岡
村
徳
男
展

毛
利
元
就
父
子
ゆ
か
り
の
古
道
を
歩
こ
う

事
業
系
の
ご
み
の
分
別
ガ
イ
ド
を
配
布
中
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4
月
か
ら
事
業
系
ご
み
の
分
別
区
分
を
、

現
在
の
２
種
２
分
別
か
ら
３
種
８
分
別
へ
変

更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
詳
し
い
分
別
区
分
の

内
容
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
古
紙
回
収
ボ
ッ

ク
ス
の
利
用
方
法
な
ど
を
記
載
し
た「
事
業

系
ご
み
の
分
別
ガ
イ
ド
」を
制
作
し
ま
し
た
。

配 

布
場
所　
環
境
管
理
課(

宮
沖
五
丁
目)

、

清
掃
工
場
、
不
燃
物
処
理
工
場

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
不
妊
を
心
配
す
る
夫
婦
が
、
と
も

に
早
期
に
検
査
を
受
診
し
、
早
い
段
階
で
適

切
な
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
検
査

費
用
な
ど
の
補
助
制
度
を
見
直
し
、
対
象
の

範
囲
を
拡
充
し
ま
し
た
。

補 

助
の
範
囲　
不
妊
検
査・一
般
不
妊
治
療

※
医
療
保
険
適
用・適
用
外
は
問
い
ま
せ
ん
。

対 

象　
平
成
28
年
12
月
以
降
に
不
妊
検
査・

治
療
を
開
始
し
た
次
の
①
②
に
該
当
す
る

夫
婦

①
検
査・治
療
開
始
時
に
法
的
に
婚
姻
し
て
お

り
、
申
請
日
に
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る

②
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

※
夫
婦
と
も
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と 

き　
14
日（
土
）〜
22
日（
日
）10
時
〜
17
時

と 

こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西

館
２
階
）

内 
容　
懐
か
し
い
三
原
の

風
景
を
振
り
返
る
２
つ

の
写
真
展
。故・岡
村
徳

男
さ
ん
は
終
戦
後
、
三

原
の
ま
ち
並
み
や
人
々

を
撮
り
続
け
た
ア
マ
チ

ュ
ア
写
真
家

と 

き　
３
月
19
日（
日
）９
時
〜
16
時

※
雨
天
決
行
。

と 

こ
ろ　
集
合：椹
梨
公
民
館
、Ｊ
Ｒ
本
郷
駅

※
Ｊ
Ｒ
本
郷
駅
か
ら
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
。

内 

容　
小
早
川
隆
景
に
招
か
れ
、父・毛
利
元

就
と
長
兄・隆
元
が
歩
い
た
椋
梨
城
か
ら
新

高
山
城
ま
で
の
古
道
の
一
部
を
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
。古
道
と
古
道
の
間
は
バ
ス
で
移
動
。

行
程
の
最
後
は
新
高
山
城
へ
の
登
山

対
象　
小
学
生
以
上

定
員　
52
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参 

加
費　
１
，０
０
０
円
、
小・中
学
生

　
５
０
０
円

用
意
す
る
物　
昼
食
、
飲
み
物

申 

し
込
み　
１
月
31
日（
火
）ま
で
に
、
郵
送

で
①
郵
便
番
号・
住
所
②
名
前
③
電
話
番

号
④
希
望
の
集
合
場
所
を
大
和
町
ふ
る
さ

と
文
化
愛
好
会（
〒
729- 

1406
大
和
町
下
徳
良

１
１
１
番
地
☎
０
８
４
７・
33・
０
２
２

２
）へ

※
検
査・
治
療
開
始
時
の
妻
が
35
歳
未
満
の

場
合
は
広
島
県
の
補
助
額
に
上
乗
せ
し
て
補

助
。

対
象
期
間　
検
査
開
始
か
ら
２
年
以
内

補 

助
額　
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１（
上
限

５
万
円
）

補
助
回
数　
１
夫
婦
に
つ
き
１
回

申 

請
方
法　
申
請
書（
提
出
先
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
用
意
）に
必
要
書
類
を
添
え
て

保
健
福
祉
課(

サ
ン・
シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１)

へ

※
申
請
に
は
領
収
書（
写
し
）が
必
要
で
す
。

※
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

入
場
料
無
料

平成29年４月からごみの分別区分が３種８分別に変更になります!　分別区分の改正に伴い，現在の「もやすごみ」と「もやさないごみ」の２種２分別から３種８分別に変更になり，家庭系ご

みと同レベルの分別区分になります。分別区分ごとに透明か中身が見える袋に分け，出してください。

　ごみの中には水気を切って出せば減量可能な生ごみや，リサイクル可能な古紙類が多く含まれています。

　循環型社会の形成に向け，資源の有効活用を図るとともに，ごみ処理費用を削減するためには，ごみの減量・リサイクル

に取り組むことが必要です。特に生ごみの減量，紙ごみや資源化ごみの減量・リサイクルにご協力お願いします。

不燃物 発火性危険ごみ

かん類 ペットボトル

資源化ごみ

もやさないごみ

雑誌

雑がみ

●カセットボンベ ●ガスライター ●スプレー缶

※ラベルを取り除く必要はありません。

マークが目印

COLA

OIL
SoupSoup

●
● 平成29年

４月１日～
変更後

【現在】

もやすごみ
もやさないごみ

COLA

OIL
SoupSoup

ー�1�ー

平成29年４月からごみの分別区分が３種８分別に変更になります　分別区分の改正に伴い，現在の「もやすごみ」と「もやさないごみ」の
みと同レベルの分別区分になります。　ごみの中には水気を切って出せば減量可能な生ごみや，リサイクル可能な古紙類が多く含まれています。

　循環型社会の形成に向け，資源の有効活用を図るとともに，ごみ処理費用を削減するためには，ごみの減量・リサイクル

に取り組むことが必要です。特に生ごみの減量，紙ごみや資源化ごみの減量・リサイクルにご協力お願いします。

●
●

もやすごみ

問
文
化
課　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４

▲ 

ポ
ン
菓
子（
西
町
）／

　「
写
真
家 

岡
村
徳
男
展
」よ
り

▲ 

明
治
期
の
三
原
城
と
三
原
駅

／「
三
原
情
景
写
真
展
」よ
り ▲ 椋梨城（大和町椋梨）
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各
地
区
の
民
生
委
員・
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
敬

称
略
）。

※
平
成
28
年
12
月
１
日
現
在
。

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
協
議
会

役
員

会　
長　

	

宮
田
希
子

副
会
長　

	

信
實
洋
介

副
会
長　

	

江
曽
末
光

副
会
長　

	

中
元
満
子

副
会
長　

	

味
木
文
司

　
先
月
１
日
、
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

民
生
委
員・児
童
委
員
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
式

と
委
嘱
状
の
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
感
謝
状
は
、
９
年
以
上
に
わ
た
り
民
生
委

員・児
童
委
員
を
務
め
、
11
月
末
で
退
任
し
た

35
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
12
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員・児
童
委
員
２
５

２
人
へ
委
嘱
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
28
年
12
月
～
平
成
31
年
11
月
の
３
年
間
で
す
。

　
民
生
委
員・児
童
委
員
は
地
域
住
民
の
相
談
役
で
す
。
地
域
の
高
齢
者
や

子
ど
も
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
市
内
11
区
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
や
子
育
て
、
介
護
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど
を

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
福
祉
の
推
進
へ

民
生
委
員・児
童
委
員
に
委
嘱
状
を
伝
達

第
１
区	

福
地	

福
地
康
子

内
畠	

内
畠 

志
保
子

赤
石	

葊
川 

喜
代
子

糸
崎
、下
木
原	

岡
野
和
惠

松
浜
東	

今
田
妙
子

松
浜
西	

岡
野
洋
子

天
神
東	

羽
井
佐 

民
子

天
神
西	

余
島
聡
子

正
分
、是
国	

井
川
克
彦

福
寄	

上
野
淳
子

糸
崎
駅
前	

名
倉
幹
人

　
〃	

山
田
義
夫

糸
崎
駅
西	

岡
本

明

　
〃	

上
田
繁
己

時
貞
、広
友	

横
山 

稔

　
〃	

信
實
洋
介

寿
、古
城
通
り	

石
川
弥
生

主
任
児
童
委
員	

野
村
利
子

　
〃	

岩
本 

須
美
子

第
２
区	

深
町	

向
井
和
行

　
〃	

寺
田 

弘

中
之
町
上	

來
山
幸
子

　
〃	

野
々
村 

雅
美

　
〃	

中
原
美
香

　
〃	

吉
田
哲
二

中
之
町
中	

乂
山
和
美

　
〃	

三
好
康
惠

　
〃	

土
居 

八
重
子

　
〃	

石
丸
義
裕

　
〃	

清
光 

彰

中
之
町
下	

大
林
丈
治

　
〃	

井
上
清
人

　
〃	

熊
本
克
惠

　
〃	

島
田
道
子

　
〃	
兼
田
義
和

主
任
児
童
委
員	
小
川
敬
子

　
〃	
岡
野
幸
子

第
３
区	

日
向
、陰
地
、山
口	

貸
谷
稔
彦

野
串
、宮
内
、篝
、屋
中	

橋
本
美
雪

美
生	

只
佐 

貴
美
枝

本
庄	

信
藤
延
夫

莇
原	

濵
岡
京
子

吉
田	

法
堂
陽
子

江
木	

佐
倉
弘
香

　
〃	

西
迫
昭
治

下
津	

田
澤
英
子

　
〃	

羽
田
純
子

泉	

正 

富
子

　
〃	

脇
坂 

眞
知
子

和
草	

菜
原 

須
磨
子

　
〃	

山
田 

洋

羽
倉	

平
野 

美
津
代

　
〃	

堀 

憲
昭

坂
井
原	

河
野
秀
子

　
〃	

平
野
志
摩

　
〃	

仁
井
名 

邦
子

中
野
、小
林	

水
越
睦
恵

中
野
、土
取	

坂
本 

日
出
美

主
任
児
童
委
員	

伊
藤
裕
江

　
〃	

門
田
京
子

第
４
区	

旭
町
一
丁
目	

馬
屋
原 

啓
司

旭
町
二
丁
目	

和
田
清
己

古
浜	

一
瀬
尚
志

東
町
東	

市
場
敬
三

東
町
西
、浜
之
丁
南	

松
野 

諭

東
町
南
、県
営
住
宅	

竹
本 

修

東
町
北
、浜
之
丁
北	

吉
村
絹
枝

館
町
、泰
雲
寺	

浮
田
由
香

館
町	

田
中
正
純

本
町
一
丁
目	

平
橋
達
示

本
町
二
丁
目	

山
地
重
德

本
町
三
丁
目	

葊
元
孝
丸

本
町
三
丁
目（
川
東
）	

加
嶋
順
子

城
町（
東
部
）	

西
本 

由
里
子

　
〃（
南
西
部
）	

川
上 

寿
美
子

港
町	

大
原
哲
子

　
〃（
新
港
）	

髙
下
畑 

富
男

　
〃（
御
作
事
）	

佐
伯
礼
子

　
〃（
西
港
）	

玉
浦
秀
一

　
〃（
船
屋
）	

難
波 

ゆ
う
子

佐
木	

川
原
智
子

佐
木
、小
佐
木	

川
原 

百
合
子

須
ノ
上	

山
下
辰
美

向
田	

塩
本 

み
ゆ
き

主
任
児
童
委
員	

伊
藤
直
子

　
〃	

常
盤
周
作

第
５
区	

円
一
、宮
沖	

服
部
邦
秀

円
一
町
五
丁
目
、県
営	

外
川
陽
子

宮
沖
、円
一	

岡
本
悦
夫

宮
沖
一
丁
目	

村
上
浩
一

宮
沖
二
丁
目	

佐
藤
健
一

宮
沖
三
丁
目	

沖
藤
詳
造

宮
沖
四
丁
目	

夜
舩
行
伸

宮
沖
五
丁
目	

熊
谷 

ま
す
み

　
〃	

西
元
和
子

皆
実
一
丁
目	

垣
内
美
春

　
〃	

原 

直
行

皆
実
二・三
丁
目	

荻
路
欣
吾

皆
実
四
丁
目	

岡
田 

勉

　
〃	

神
前
輝
美

皆
実
五
丁
目	

常
盤
武
司

皆
実
五・六
丁
目	

中
島
公
子
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皆
実
六
丁
目	

栗
崎
明
人

　
〃	

馬
場
久
美

主
任
児
童
委
員	

岡
本
敦
子

　
〃	

野
内 

セ
ツ
コ

第
６
区	

西
町（
川
西
）、八
坂
町	

奥
村 

綠

　
〃	

川
口
直
江

西
町（
大
黒
町
）	
木
村
政
子

　
〃（
南
部
、梶
新
町
）	
田
邊
瑞
惠

西
宮
一
丁
目（
法
常
寺
）	

井
上
敏
昭

西
宮	

尾
野 

千
津
江

小
浦・大
畑	

磯
野 

宏

宮
浦
一
丁
目
、宮
浦
北
市
営	

南
迫
純
子

宮
浦
二
丁
目・三
丁
目
東
部	

南
迫
正
己

宮
浦
三
丁
目
中	

中
平
祥
子

宮
浦
三
丁
目	

金
本
毬
子

宮
浦
四
丁
目	

崎
本
貞
義

宮
浦
中
部	

稲
葉
裕
司

宮
浦
五
丁
目（
中
央
）	

小
野
浩
子

宮
浦
六
丁
目（
東
部
）	

牧
野
重
雄

　
〃　
　
　
（
西
部
）	

山
内
俊
作

頼
兼
町
、宮
浦
五
丁
目
東
部	

平
櫛
恵
子

西
野（
小
西
口
、新
大
西
）	

永
松
正
己

　
〃（
小
西
）	

川
元 

ハ
ヤ
ミ

　
〃（
大
西
）	

山
根 

昇

　
〃（
小
西
住
宅
）	

菅
野
正
子

　
〃（
梅
林
東
）	

大
多
和 

洋
道

　
〃（
梅
林
西
）	

永
井
和
子

主
任
児
童
委
員	

山
田
恭
樹

　
〃	

赤
瀬
宜
子

第
７
区	

田
野
浦	

大
森
文
子

青
葉
台
、市
営	

添
田
浩
充

明
神
一
丁
目	

片
山
信
明

明
神
二
丁
目
、新
明
神	

大
元
信
右

明
神
二・三
丁
目
、県
営	

原 

晴
美

明
神
二・四・五
丁
目	

沼
能
春
惠

宗
郷
一・二・三
丁
目	

岡
本 

守

宗
郷
二
丁
目	

鎌
田 

美
惠
子

宗
郷
三
丁
目	

石
本
倫
子

宗
郷
四
丁
目
、県
営	

徳
満
睦
子

宗
郷
四・五
丁
目	

水
野
重
樹

和
田
一
丁
目	

本
庄
房
惠

和
田
二
丁
目	

河
良
輝
之

和
田
二・三
丁
目	

掛
本
量
子

和
田
三
丁
目	

平
木
義
雄

和
田
三
丁
目
、雇
用
促
進	

兒
玉
文
則

貝
野
町	
仁
井
本 

伸
介

登
町
、沖
浦
町	
奥
信
貴
子

主
任
児
童
委
員	
久
留
本 
み
ど
り

　
〃	

藤
村 
三
代
子

第
８
区	

須
波
町
一
区	

中
本
陽
子

　
〃　
二
区	

西
原
敏
正

須
波
西	

伊
藤
英
雄

須
波
ハ
イ
ツ	

村
上 

惠
美
子

　
〃	

松
田
文
子

　
〃	

江
曽
末
光

　
〃	

平
田
靖
典

久
和
喜	

保
上
幹
夫

宇
和
島（
東
）	

中
村
眞
二

　
〃　
（
西
）	

中
山
信
弘

本
町（
東
）	

下
村 

ひ
ろ
子

　
〃（
中
）	

森
谷
哲
子

　
〃	

日
野
啓
子

第
10
区	

本
郷	

加
納
武
志

　
〃	

山
本
悦
子

　
〃	

峯
岡
紘
之

　
〃	

山
原
淑
惠

　
〃	

齋
尾
敏
子

　
〃	

杉
森
幸
子

　
〃	

上
谷
敏
男

　
〃	

山
元
將
信

　
〃	

渡
邊
清
治

　
〃	

桝
野 

護

　
〃	

藤
井
公
義

　
〃	

米
田
平
和
子

　
〃	

本
山 

真
由
美

船
木	

清
田
武
文

　
〃	

平
田
俊
明

　
〃	

勝
田
勝
博

　
〃	

味
木
文
司

　
〃	

石
田 

ひ
と
み

　
〃	

大
本
満
秋

北
方	

岩
井
秀
夫

　
〃	

奥
村
邦
子

　
〃	

近
宗
和
正

善
入
寺	

有
本
博
文

南
方	

中
分 

久
美
子

　
〃	

井
津
元 

順
子

　
〃	

田
川 

佳
代
子

　
〃	

切
石
中 

正
則

　
〃	

神
本
昭
二

　
〃	

竹
之
内
昇

主
任
児
童
委
員	

奥
田
眞
弓

　
〃（
西
）	

宮
下 

香
世
子

本
能
地	

仲 

尚
美

久
津	

大
高
和
博

奥
三	

久
保
田 

た
つ
江

渡
瀬	

真
田
正
典 

主
任
児
童
委
員	

末
国
美
鈴

　
〃	

常
髙 

昭

第
９
区	

新
倉	

中
元
満
子

沼
田	

佐
々
原 

正
之

長
谷	

有
田
治
子

小
坂
町	

木
村
尚
子

　
〃	

佐
木
二
美

高
坂
町（
許
山
、馬
井
谷
、鹿
群
）	

植
田
成
三

高
坂
町（
西・上・沖
組
）	

沖
野
弘
之

高
坂
町（
西
下・下
一・下
二
）	

岡
田
清
己

本
市
、七
宝	

桝
田
憲
樹

七
宝
市
営
、県
営
、須
賀
の
里	

渡
邊 

由
美
子

納
所
、納
所
ハ
イ
ツ	

山
下
和
夫

末
広
、片
島
、片
島
団
地	

松
森
義
隆

ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
北	

奥
田 

良
志
子

ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
南	

井
上
晴
夫

釜
山
、生
田
、ヴ
ェ
ル
デ
ィ	

花
田
國
男

末
光
、自
由
ヶ
丘
団
地	

中
元
弘
明

両
名
、両
名
団
地	
小
寺 

美
保
子

小
原
、久
米
田
、あ
や
め
団
地	
重
本
證
二

松
江
、松
江
団
地	
兒
玉
克
子

惣
定（
上・中・下・団
地
）	

谷
口
隆
三

小
泉
町	

砂
原
富
夫

　
〃	

岡
田
恭
弘

　
〃	

木
原
理
恵

主
任
児
童
委
員	

中
川
賢
示

　
〃	

平
田 

さ
つ
代

第
11
区	

神
田
南
部	

近
廣 

小
夜
子

　
〃	

今
田
澄
子

　
〃	

今
川 

豊

　
〃	

東
田
順
子

　
〃	

吉
岡
義
夫

　
〃	

今
川
澄
子

神
田
北
部	

山
口 

憲

　
〃	

関
藤
孝
幸

　
〃	

上
川
弘
治

　
〃	

東
谷
憲
男

　
〃	

貞
比
良
久

大
草	

髙
橋
正
史

　
〃	

千
日
妙
子

　
〃	

宮
本
介
三

　
〃	

德
正
浩
子

　
〃	

松
本
義
明

　
〃	

古
石
恭
子

和
木	

宮
田
希
子

　
〃	

松
井
博
満

　
〃	

望
月
信
江

椹
梨（
上
区
）	

内

千
恵

　
〃（
下
区
）	

池
田
直
美

上
草
井・下
草
井	

和
氣
泰
臣

大
具	

吉
村
孝
之

主
任
児
童
委
員	

岩
川
孝
子

　
〃	

大
浦 

映
文
子

問
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
５
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市
の
高
齢
化
率（
全
人
口
に
占
め
る

65
歳
以
上
の
割
合
）は
平
成
28
年
８
月

末
現
在
、32・５
％
で
市
民
の
３
人
に
１

人
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

37
年
に
は
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期

と
そ
の
前
後
に
生
ま
れ
た
団
塊
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
75
歳
以
上
の
人
口

は
過
去
最
多
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
均
寿
命
が
伸
び
る
中
、
高
齢
期
の

生
活
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
介

護
を
必
要
と
し
な
い〝
健
康
寿
命
〞を
伸

ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
全
体
で

高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

と
併
せ
、
高
齢
者
自
身
が
健
康
の
維
持

や
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
で
き
る
だ
け
介
護
の
手
を
借
り

ず
、
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
」。そ
ん
な
三
原
市
の
実

現
に
向
け
、
新
た
に
創
設
し
た
の
が
介

護
予
防・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
で

す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
元
気
な
人
か
ら
要

介
護・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

ま
で
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
、心
身
の
機
能
を
維
持・向
上
で
き
る

よ
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
利
用
に
つ
い
て
は
、
市
高
齢
者
福
祉

課
、
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
高

齢
者
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
介
護
予
防・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
で
何
が
変
わ
る

の
？Ａ　

要
介
護
１
〜
５
と
要
支
援

１・２
の
う
ち
、訪
問
看
護
や

福
祉
用
具
貸
与
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、要
支
援
１・２
で
平
成
29
年

３
月
ま
で
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

当
面
の
間
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
内
容

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
要
支
援
１・
２
で
新
た
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
は
、
市
独
自
の
基
準
に
よ
る
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
れ
ば

現
在
の
基
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。

　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
新
た
に

生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
た
人
は

「
事
業
対
象
者
」と
認
定
さ
れ
、
要
介

護・
要
支
援
認
定
を
受
け
な
く
て
も

訪
問・
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
利

用
で
き
ま
す
。

新しい介護予防・日常生活支援総合事業が始まります！
健康寿命を伸ばして、すこやかな高齢  期を過ごすために

平成29年３月まで

全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス

全
国
一
律
の

サ
ー
ビ
ス

介護給付（要介護１～５）

予防給付
（要支援１・２）

介護予防事業
  ・認知症予防教室・体操
  ・運動機器の無料開放など

介護予防・生活支援サービス事業
（要支援１・２、事業対象者）
　・ホームヘルプ
　・デイサービス
一般介護予防事業

介護予防・日常生活支援総合事業

・訪問看護
・福祉用具貸与 など

変更なし

変更なし

  移  行

  移  行

・ホームヘルプ
・デイサービス

平成29年４月から

介護給付（要介護１～５）

予防給付（要支援１・２）

市
独
自
の
基
準

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

市
独
自
の
基
準

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

　要介護の原因に
なりやすい身体機
能の低下や低栄
養、もの忘れ、う
つ症状などに関す
る25項目で構成
された全国共通の
質問票です。

基本チェックリスト
とは？

介護保険サービスの内容
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問問い合わせ先

Ｑ　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る

た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い

の
？Ａ　

家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
外

の
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
、
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
す
こ
と

な
ど
が
大
切
で
す
。

　

た
と
え
介
護
が
必
要
と
な
っ
て

も
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
全
て
人
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と

は
自
分
で
す
る
こ
と
が
体
力
の
維
持・

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

新しい介護予防・日常生活支援総合事業が始まります！
健康寿命を伸ばして、すこやかな高齢  期を過ごすために

市高齢者福祉課　　　　　　　　　　
高齢者相談センター・高齢者相談窓口　　　　　　に相談する
居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）

介護予防サービス
 ・訪問看護
 ・通所・訪問リハビリ
 ・福祉用具貸与・購入など

介護予防・生活支援
サービス事業
 ・ホームヘルプ
 ・デイサービス

一般介護予防事業
 ・認知症予防教室・体操
 ・運動機器の無料開放

65歳以上の人

要介護・要支援認定を受ける

要介護１～５

① ② ③ ④

要支援１・２

予防給付

介護サービス
 ・居宅サービス
 ・施設サービス

介護給付 介護予防・日常生活支援総合事業

非該当 該当（事業対象者） 非該当（元気高齢者）

基本チェックリストを受ける

※①～③はケアマネジャーが本人や家族と相談して、利用するサービスの計画を立てる
「介護・介護予防ケアマネジメント」を実施します。
※①～③のサービス利用料の本人負担割合は原則１割です。ただし、一定以上の所得が
ある人は２割負担となります。

問
高
齢
者
福
祉
課

　
　
☎
0
8
4
8・67・6
0
5
5

　
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
ど
り
ぃ
む

　
　
☎
0
8
4
8・61・4
4
1
0

　
　
三
恵
苑
　

　
　
☎
0
8
4
8・63・6
7
7
5

　
　
三
原
市
医
師
会

　
　
☎
0
8
4
8・63・7
1
0
0

　
　
大
空

　
　
☎
0
8
4
8・86・2
4
5
0

　
　
は
ー
も
に
ー

　
　
☎
0
8
4
7・32・5
0
0
7

　
高
齢
者
相
談
窓
口

　
　
す
な
み
荘

　
　
☎
0
8
4
8・69・3
2
6
9

　
　
三
原
慶
雲
寮

　
　
☎
0
8
4
8・66・2
1
0
0

　
　
だ
い
わ

　
　
☎
0
8
4
7・34・1
2
1
4

サービス利用の流れ（平成29年４月から）
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募集しています�問い合わせ先

問子育て支援課（市役所本庁２階）
　☎0848・67・6045

放課後児童クラブの
入会児童を募集

放課後児童クラブ ところ 各定員（人） 対象学年
円一

南小学校内 60 １～６年円一第２
円一第３ 40
明神 明神会館内 70 １～４年明神第２ 25
駅前 市民福祉会館内 40 １～３年
三原 三原小学校内 40 １～３年
西宮

西小学校内
40

１～６年西宮第２ 30
西宮第３ 40
中之町 中之町小学校内 60 １～３年
沼田東 沼田東小学校内 48 １～３年沼田東第２ 40
糸崎 旧糸崎幼稚園内 30 １～６年
沼田西 沼田西幼稚園内 35 １～６年
小坂 沼北小学校内 20 １～４年
深 深小学校内 20 １～５年
小泉 小泉小学校内 20 １～３年
須波 須波幼稚園内 20 １～４年
本郷 本郷小学校内 55 １～６年
本郷第２ 旧本郷西老人集会所内 44 １～６年
南方 本郷西小学校内 38 １～６年南方第２
大和 大和小学校内 45 １～６年
久井 久井中学校内 40 １～４年
沼田 沼田小学校内 20 １～６年
船木 旧船木小学校内 20 １～６年
幸崎 幸崎小学校内 30 １～６年

平成29年４月１日採用予定

 ●４月（４月以降の春休み期間も含む）からの入会
 受付期限　31日（火）まで
 ●春休み期間（３月26日～３月31日）の入会
 受付期間　１月16日（月）～２月15日（水）

受�付場所　新規＝子育て支援課、各支所地域振興課、
入所中の保育所・こども園　継続＝子育て支援課、
各支所地域振興課、在籍中の児童クラブ

対�　象　保護者が仕事などで昼間、家にいない小学生
※身体障害者・療育・精神手帳などを持っている子は
どのクラブも６年生まで申請できます。
申�し込み　申請書と雇用証明書（いずれも子育て支援
課、各支所地域振興課、市ホームページに用意）を
各受付場所へ
※定員を超えた場合、入会できないことがあります。

市職員を募集します

高齢者福祉計画・介護保険事業計画
検討委員会委員を募集

試験日・場所

▼第１次試験　１月29日（日）

▼ �第２次試験　２月下旬
※場所は別途、お知らせします。
申込期限　１月18日（水）まで（必着）
申�込書の請求・提出先　三原市試験委員会（職員課内
〒723-8601港町三丁目５番１号）

※郵便で請求する場合は、宛先と職種を記入して140
円分の切手を貼った返信用封筒（大きさは33cm×
24cm以上）を同封してください。
※試験要項と申込書は職員課・各支所・市ホームペー
ジに用意しています。

　三原市高齢者福祉計画・介護保険事業計画は、市に
住む全ての高齢者が住み慣れた地域でいきいきと暮
らせる社会を実現するための計画です。この計画の
見直しに当たり、市民の意見を取り入れ、地域の特
性に合ったものにするため、広く意見をお伺いする
委員を募集します。
任　期　平成30年３月31日まで
応�募資格　市内在住で平成29年２月１日現在、20歳

以上70歳未満の人
募集人数　１人
申�し込み　20日（金）（必着）までに、郵送、ファクス
またはEメールで申込書（提出先、各支所地域振興
課、市ホームページに用意）を高齢者福祉課（〒
723-8601港町三丁目５番１号☎0848・67・6055
　 0848・64・2130　 kaigo@city.mihara.hirosh
ima.jp）へ

問職員課（市役所本庁３階）　☎0848・67・6025

職種（試験区分） 採用予定数 受験資格（年齢は平成29年４月１日現在）

一般事務職（上級） ３人程度 平成元年４月２日～平成７年４月１日生まれの人（22歳～27歳）
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�問い合わせ先�問い合わせ先
イベント情報

15日（日）14時～

22日（日）15時～

音楽のT
と び ら
OBIRA　

新春の調べ 箏
こと

・尺八コンサート

ニュー イヤー コンサート
レッツ ホワイエ 

問芸術文化センター ポポロ（☎0848・81・0886）

映画のつどい

ところ　ホワイエ
　新春を彩る箏と尺八の音色をお楽しみください。お茶
席も用意しています。
出　演　立川淑恵（箏）、末田秀翠（尺八）
予定曲　春の海、鶴の巣籠、千鳥の曲 ほか
入場料　500円
※お茶席券付きは800円。
販売場所　ポポロ

ところ　ホワイエ
　三原市出身のエリザベト音楽大学在学生・卒業生によ
るコンサート。本格的なピアノソロに加え、なじみ深い
作品を連弾でお届けします。
出　演　平田桃子、菅 春奈子、礒合美月、播摩美季
予�定曲　リスト／３つの演奏会用練習曲より第３番「た

め息」、プーランク／主題と変奏 ほか

リージョンプラザ

３月下旬まで 11時～20時　かき小屋

８日（日）９時〜

三原駅前市民広場のイベント

消防出初め式

�商工会議所（☎0848・62・6155）

�消防本部警防課（☎0848・64・5924）

内　容　特産のかきや海産物などのセルフ網焼き

ところ　本郷総合公
園（下北方一丁目）

内　容　式典、消防
団放水競技

7日（土）・8日（日）９時～　骨
こっとう

董市＆フリーマーケット

▲末田秀翠

▲平田桃子 ▲菅 春奈子

▲礒合美月 ▲播摩美季

▲立川淑恵

入場料無料

芸術文化センター ポポロ

25日（水）①10時30分～②14時～③18時30分～

永い言い訳 特別劇場

�リージョンプラザ（☎0848・64・7555）

全席自由
入場券販売中

※年齢などを証明できる物を提示してください。
※PG-12作品。12歳未満は保護者の同伴が必要です。
割�引券設置場所　リージョンプラザ、ポポロ、中央図書

館、中央公民館、各文化センター、うきしろロビー、
フジグラン三原 ほか

入�場料　1,800円（1,500円）、
大学生1,500円（1,300円）、
３歳〜高校生1,000円（800
円）、60歳以上1,100円、ど
ちらかが50歳以上の夫婦２
人で2,200円

※（　）内は割引券利用の料金。
※障害者手帳を提示した人は
1,000円。
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と
き　
20
日（
金
）以
降
の
月
～
金
曜

日
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所
本
庁
１
階　
登
記

証
明
コ
ー
ナ
ー

証
明
書
の
種
類　
地
図
、
地
積
測
量

図
、
建
物
図
面
、
地
役
権
図
面

問
い
合
わ
せ
先　
広
島
法
務
局
尾
道

支
局（
☎
０
８
４
８・23・２
８
８
７
）

と
き　
10
日（
火
）9
時
～

と
こ
ろ　
生
活
環
境
課（
市
役
所
本

庁
４
階
）

配
布
数　
３
０
０
枚

（
先
着
順
）

※
受
験
生
１
人
に
つ

き
１
枚
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
９
４
）

分
譲
地　
三
原
西
部
住
宅
団
地（
あ

や
め
个
丘
）（
沼
田
西
町
惣
定
）、

小
泉
町
玉
城
地
区
住
宅
団
地（
小

泉
町
）

※
価
格
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
管
財
課（
☎
０
８

４
８・67・６
０
１
２
）

　
文
化
財
を
守
り
、

後
世
に
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

●
消
防
訓
練

と
き　
24
日（
火
）14
時
～

と
こ
ろ　
糸
碕
神
社（
糸
崎
八
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
署
消
防
課

（
☎
０
８
４
８・64・５
９
２
８
）

申
請
期
限　
31
日（
火
）ま
で

申
請
場
所　
社
会
福
祉
課（
市
役
所

本
庁
１
階
）、各
支
所
地
域
振
興
課

対
象　
平
成
28
年
度
分
市
町
村
民
税

（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・36・５
５
５
４
）

放
送
日
時　
月
曜
日
21
時
54
分
～
22
時

※
２
日
は
休
止
。

放
送
局　
テ
レ
ビ
新
広
島（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
）

問
い
合
わ
せ
先　
観
光
課（
☎
０
８

４
８・67・６
０
１
５
）

と
き　
1
月
４
日（
水
）～
2
月
6
日（
月
）

９
時
～
16
時
30
分

※
早
期
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
沼
田
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
新
倉
二
丁
目
）

申
し
込
み
先　
県
東
部
建
設
事
務
所

三
原
支
所（
☎
０
８
４
８・
64・
４

２
７
２
）

と
き　
25
日（
水
）

13
時
30
分
～
15

時
30
分

と
こ
ろ　
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル（
福
山
市
三
之
丸
町
）

内
容　
就
職
相
談
、
事
業
所
の
紹
介

※
託
児
あ
り（
要
予
約
）。

申
し
込
み　
17
日（
火
）ま
で
に
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
２・２

９
３・９
７
８
６
）へ

●
第
６
回
キ
ャ
ノ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

備
後
写
真
展

と
き　
６
日（
金
）～
10
日（
火
）10
時

～
17
時（
６
日
は
12
時
か
ら
、
10

日
は
15
時
ま
で
）

●
三
原
や
っ
さ
踊
り
振
興
協
議
会

公
開
練
習

と
き　
10
日（
火
）18
時
30
分
～

●
直
美
の
部
屋
コ
ン
サ
ー
ト

～
シ
ャ
ン
ソ
ン
～

と
き　
23
日（
月
）14
時
～

●
老
人
大
学
作
品
展

①
水
彩
画
コ
ー
ス

と
き　
25
日（
水
）～
31
日（
火
）９
時

～
17
時（
25
日
は
10
時
か
ら
、
31

日
は
16
時
ま
で
）

②
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク・写
真
コ
ー
ス

と
き　
２
月
１
日（
水
）～
２
月
７
日

（
火
）９
時
～
17
時（
1
日
は
10
時

か
ら
、
7
日
は
16
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
11
日（
水
）10
時
～
15
時

と
こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容　
公
売
に
出
品
す
る
家
具
や
装

飾
品
な
ど
の
展
示

問
い
合
わ
せ
先　
税
制
収
納
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
３
５
）

掲示板
生活情報

26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

沼
田
川
で
伐
採
し
た
樹
木
の
配
布

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

各
種
図
面
証
明
書
を

発
行
で
き
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金・
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

催
　
し

市
分
譲
地
を
新
価
格
で
販
売
中

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
下
見
会

看
護
師
の
た
め
の
復
職
セ
ミ
ナ
ー

「
み
は
ら
幸し
あ
わ
せ福さ

ん
ぽ
～
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
～
」を
放
映
中

枯
れ
て
も＂
落
ち
な
い
＂葉
で
作
っ
た

合
格
祈
願
カ
ー
ド
を
無
料
配
布
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15 広報みはら 平成 29 年１月号

と
き　
8
日（
日
） 

14
時
～
16
時

と
こ
ろ　
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー 

ポ
ポ
ロ

対
象　
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
介
助
が
必
要
な
人
は
、
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課（
☎

０
８
４
８・64・２
１
３
７
）

と
き　
８
日（
日
）10
時
～
17
時

内
容　
石
窯
焼
き
ピ
ザ・
マ
ル
ゲ

リ
ー
タ
の
特
別
価
格
で
の
提
供
、

つ
き
た
て
餅
の
振
る
舞
い
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
道
の
駅「
よ
が
ん

す
白
竜
」（
☎
０
８
４
７・35・３
０

２
２
）

と
き　
2
月
5
日（
日
）9
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

内
容　
舞
踊・
合
奏
な
ど
の
発
表
と

作
品
展
示

問
い
合
わ
せ
先　
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー 

（
☎
０
８
４
８・
85・

０
７
０
１
）

と
き　
28
日（
土
）①
10
時
30
分
～ 

②
14
時
～

と
こ
ろ　

リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ 

入
場
料　
１
，２
０
０

円（
１
，０
０
０
円
）

※（　
）内
は
前
売
り
料
金
。

販
売
場
所　
文
化
課
、中
央
公
民
館
、

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
市
文
化
協
会

（
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
14
日（
土
）・
28
日（
土
）10
時

30
分
～
12
時

と
こ
ろ　
集
合：う
き
し
ろ
ロ
ビ
ー

内
容　
三
原
城
天
主
台
、
船
入
櫓
な

ど
を
巡
る

※
希
望
者
は
直
接
、
集
合
場
所
へ
。

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
観
光
協
会

（
☎
０
８
４
８・67・５
８
７
７
）

と
き　
５
日・祝
日
を
除
く
月・木
曜

日
13
時
～
16
時
、
７
日
を
除
く
土

曜
日
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
三
原
だ
る
ま
工
房（
港
町

一
丁
目
）

内
容　
土
台
作
り
、
面
相
描
き

参
加
費　
６
０
０
円

申
し
込
み
先　
三
原
観
光
協
会（
☎

０
８
４
８・67・５
８
７
７
）

と
き　
22
日（
日
）①
10
時
～
②
14
時
～

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
本
郷
支
所
地
域
振

興
課（
☎
０
８
４
８・86・１
１
１
１
）

と
き　
28
日（
土
）～
30
日（
月
）10
時

～
18
時

と
こ
ろ　
市
民
福
祉
会
館
５
階

内
容　
国
内
外
の
絵
画
の
展
示

問
い
合
わ
せ
先　
実
行
委
員
会（
あ

ん
ず
保
育
園
内
☎
０
８
４
８・69・

１
６
４
１
）

と
き　
21
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

30
分　

と
こ
ろ　
市
民
福
祉
会
館
４
階

内
容　
「
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
っ

て
必
要
？
」が
テ
ー
マ
の
座
談
会

講
師　
カ
フ
ェ
フ
ィ
ロ
副
代
表　
松

川
絵
里
さ
ん

定
員　
10
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
16
日（
月
）ま
で
に
人
権

推
進
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

４
４
）へ

●
省
エ
ネ
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座

と
き　
①
2
月
8
日（
水
）②
15
日

（
水
）③
3
月
８
日（
水
）④
23
日

（
木
）（
全
4
回
）

※
①
～
③
は
9
時
～
12
時
、
④
は
9

時
～
16
時
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

内
容　
学
校
や
地
域
の
出
前
講
座
で
、

環
境
家
計
簿
の
つ
け
方
な
ど
を
指

導
す
る
省
エ
ネ
マ
イ
ス
タ
ー
養
成

講
座

対
象　
受
講
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

講
師
活
動
を
で
き
る
人

定
員　
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

●
医
王
山
登
山
と
桜
の
植
樹

と
き　
2
月
11
日（
土
）9
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
集
合：深
町（
申
し
込
み
時

に
案
内
）

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

定
員　
５
組（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
生
活
環
境
課（
☎
０

８
４
８・67・６
１
９
４
）

三
原
だ
る
ま
を
作
ろ
う

新
成
人
の
つ
ど
い（
成
人
式
）

現
代
国
際
巨
匠
絵
画
展

城
下
町
ウ
オ
ー
ク

映
画「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」

市
民
企
画
の

三
原
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

第
15
回
ほ
ん
ご
う
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

か
ん
き
ょ
う
会
議
浮
城

環
境
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る

映
画「
徘
徊 

マ
マ
リ
ン
87
歳
の
夏
」

道
の
駅「
よ
が
ん
す
白
竜
」

新
春
大
感
謝
祭
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募
　
集

と
き　
①
７
日（
土
）～
13
日（
金
）9

時
～
18
時
②
16
日（
月
）～
20
日

（
金
）8
時
30
分
～
17
時
15
分
③
２

月
7
日（
火
）～
12
日（
日
）9
時
～

18
時

※
13
日・20
日
は
12
時
ま
で
。

と
こ
ろ　
①
く
い
文
化
セ
ン
タ
ー

②
大
和
支
所
③
サ
ン・
シ
ー
プ
ラ

ザ
４
階

内
容　
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
学

生
の
書
道
作
品
の
展
示

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
推
進
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
４
４
）

と
き　
３
月
19
日（
日
）11
時
30
分
～

と
こ
ろ　
中
央
森
林
公
園

部
門　
①
小
学
生
以
上
5
～
20
人
の

チ
ー
ム
②
小
学
生
を
含
む
３
～
５

人
の
家
族

参
加
費　
①
1
人
３
，０
０
０
円

②
1
人
１
，８
０
０
円

申
し
込
み　
１
月
27
日（
金
）ま
で
に

申
込
書（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
大

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）を
実

行
委
員
会（
☎
０
８
２・
２
３
６・

３
７
３
３
）へ

と
き　
2
月
25
日（
土
）14
時
～

と
こ
ろ　
広
島

サ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル（
広
島

市
西
区
）

※
現
地
集
合
。

定
員　
75
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

入
場
料　
１
，７
０
０
円（
1
階
指
定
席
）

申
し
込
み　
1
月
20
日（
金
）（
消
印

有
効
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き
で

参
加
者
全
員
の
①
住
所
②
名
前
③

年
齢
④
電
話
番
号
を
広
島
広
域
都

市
圏
協
議
会（
〒
730- 

8586
☎
０
８
２・

５
０
４・２
０
１
７
）へ

対
象　
来
年
度
、
高
校
や
大
学
な
ど

へ
進
学
す
る
子
が
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
家
庭

※
他
団
体
か
ら
同
種
の
貸
し
付
け
を

受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

金
額
な
ど
、
詳
し
く
は
資
料（
子
育

て
支
援
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
に

用
意
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先　
子
育
て
支
援
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
４
５
）

と
き　
29
日（
日
）９
時
～

と
こ
ろ　
や
ま
み
三
原
運
動
公
園

距
離　
６・４
km
を
５
人
で
リ
レ
ー

チ
ー
ム　
１
チ
ー
ム
6
人

対
象　
小
学
3
～
6
年
生

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
11
日（
水
）ま
で
に
三
原

浮
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
☎
０

８
４
８・63・２
２
５
３
）へ

受
付
期
間　
16
日（
月
）～
31
日（
火
）

8
時
30
分
～
16
時
30
分

内
容　
東
部・西
部
共
同
調
理
場
へ
給

食
用
物
資
を
納
入
す
る
市
内
業
者

申
し
込
み　
申
請
書（
提
出
先
に
用

意
）を
東
部
共
同
調
理
場（
☎
０
８

４
８・
68・
０
１
４
１
）ま
た
は
西

部
共
同
調
理
場（
☎
０
８
４
８・

86・４
５
６
０
）へ

と
こ
ろ　
明
神
会
館（
明
神
一
丁
目
）

講
座　
①
剣
道（
火・
金
）17
時
30
分

～
②
太
極
拳（
水
）19
時
～
③
陶
芸

（
金
）10
時
～
④
書
道（
火
）19
時
30

分
～
⑤
生
花（
木
）19
時
30
分
～
⑥

詩
吟（
金
）19
時
30
分
～

受
講
料　
月
額
１
，５
０
０
円

申
し
込
み
先　
明
神
会
館（
☎
０
８

４
８・62・５
１
７
２
） 

、
事
務
局 

七
川
さ
ん（
☎
０
８
４
８・
63・
１

１
８
０
）

受
付
期
間　
16
日（
月
）～
27
日（
金
）

受
付
場
所　
建
築
課（
円
一
町
庁
舎
）

募
集
住
宅　
久
井・
大
和

地
区
の
住
宅
、
小
西

北
住
宅（
高
齢
者
向

け
）、
本
佐
木
住
宅 

※
詳
し
く
は
、
資
料
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

資
料
の
配
布
は
16
日（
月
）か
ら
、
建

築
課
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
。

※
他
の
住
宅
は
２
月
に
募
集
。

問
い
合
わ
せ
先　
建
築
課（
☎
０
８

４
８・67・６
１
２
０
）

受
付
日
時　
2
月
1
日（
水
）～
3
日

（
金
）8
時
30
分
～
17
時

受
付
場
所　
堀
田・
誠
和
共
同
企
業

体
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
宮
浦
四

丁
目
）

※
募
集
住
宅
な
ど
、詳
し
く
は
資
料
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
資
料
の
配
布

は
1
月
25
日（
水
）か
ら
受
付
場
所
で
。

問
い
合
わ
せ
先　
堀
田・
誠
和
共
同

企
業
体
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

０
８
４
８・61・２
２
１
５
）

市
営
住
宅
の
入
居
者

県
営
住
宅
の
入
居
者

明
神
会
館　
各
種
講
座
の
受
講
生

給
食
用
物
資
の
納
入
業
者
登
録

う
き
し
ろ
カ
ッ
プ

小
学
生
駅
伝
大
会

第
７
回
ひ
ろ
し
ま
り
ん

く
う
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

修
学
資
金・就
学
支
度
資

金
の
貸
し
付
け

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
を

応
援
し
よ
う

小
学
生
の
人
権
書
道
作
品
展
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各講座は申し込み先着順です。申し込み受け付けは５日（木）10時からです。生涯学習講座

図書館アラカルト
中央図書館（☎0848・62・3225）

●ねむの木　おはなしのひろば
と　き　７日（土）・21日（土） 10時30分～11時
30分

●虹の会　絵本のよみかたり
と　き　14日（土）・28日（土）
14時～14時30分
※28日は手話通訳があります。
●虹の会　０歳からのよみかたり
と　き　20日（金）10時30分～11時、11時15分
～11時45分

●ぽけっといっぱいのおはなし会
と　き　５日（木）11時～11時30分
●読書会
と　き　23日（月）13時30分～15時
内　容　『凍河』（五木寛之/著）を読み解く

本郷図書館（☎0848・85・0703）
●こんぺいとう　おはなし会
と　き　26日（木）10時30分～11時
ほんごう子ども図書館（☎0848・86・6066）

●おはなし会
と　き　10日（火）10時30分～11時、14日（土）・
28日（土）14時～15時

久井図書館（☎0847・32・7138）
●おはなし会
と　き　28日（土）13時30分～14時

大和図書館（☎0847・33・1115）
●絵本とおはなしの時間
と　き　14日を除く土曜日10時30分～11時、
15日（日）14時～14時30分　　

おすすめ本

　ハリー・ポッターに登場す
る魔法グッズが図鑑になりま
した。魔法学校の入学許可通
知や多忙な学生の時間割など
盛りだくさん。ファンにとっ
てうれしい一冊です。

　孤高の女忍びコウの任務は
かつて伝説の美少女と噂され
た重姫の誘拐のはずが、ひょ
んなことからダイエットに。
新感覚の時代劇エンターテイ
ンメントです。

　クリスマスもとうに過ぎた
大晦日の晩に支度する、のん
びりやのサンタクロースとト
ナカイ。のんびりした性格の
コンビに思わずくすりと笑っ
てしまう絵本です。

『ハリー・ポッター魔法グッズ大図鑑』
ジョディ・レベンソン/著

『牛姫の嫁入り』大山淳子/著

『のんびりやのサンタクロース』
山田マチ/作、田中六大/絵

休館日　中央図書館＝1日（日）～4日（水）・祝日
　　　　本郷･久井･大和図書館＝1日（日）～４日（水）・祝日、火曜日　

講座名 と　き 対　象 定 員 参加費 申込期限 ところ・申し込み先

初心者のためのスマホ講座 16日（月）13時30分～15時

大人

10人 100円 13日（金）
まで

宮浦コミュニティセンター
（☎0848・62・7944）

カンタン！手編みのネッ
クウオーマー

20日（金）
13時30分～15時30分 15人 100円 14日（土）

まで
久井公民館
（☎0847・32・7139）

ガイドブックにない台湾 22日（日）13時～15時 24人 300円 17日（火）
まで

沼田東コミュニティセンター
（☎0848・66・3179）

新春　歌声の集い 26日（木）
13時30分～15時30分 50人 100円 23日（月）

まで
本郷生涯学習センター
（☎0848・85・0701）

作って吹こう　しの笛 27日（金）13時～16時 16人 1,600円 23日（月）
まで

本郷コミュニティセンター
（☎0848・85・0701）
※会場は本郷生涯学習センター。

手作りこんにゃく教室 28日（土）
13時～15時30分 20人 600円 20日（金）

まで
久井南コミュニテイセンター
（☎0847・32・6316）

ペン字のいろは講座 30日（月）
９時30分～11時30分 15人 100円 20日（金）

まで
くい文化センター
（☎0847・32・7138）



と
き　
①
19
日（
木
）13
時
30
分
〜
15

時
30
分
②
27
日（
金
）14
時
〜
16
時

と
こ
ろ　
①
サ
ン・
シ
ー
プ
ラ
ザ
３

階
②
本
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
安
全
で
効
果
的
に
運
動
機
器

を
利
用
す
る
た
め
の
講
習

対
象　
要
支
援・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人

定
員　
各
10
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
13
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時

30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

テ
ー
マ　
大
人
の
ひ
き
こ
も
り

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ゃ
ん
く
す
代

表　
西
上
忠
臣
さ
ん

対
象　
こ
こ
ろ
の
病
を
抱
え
る
人
の

家
族

申
し
込
み
先　
保
健
福
祉
課（
☎
０

８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
18
日（
水
）13
時
30
分
〜
15
時

30
分

と
こ
ろ　
県
東
部
建
設
事
務
所
三
原

支
所（
円
一
町
二
丁
目
）

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

申
し
込
み　
13
日（
金
）ま
で
に
県
東

部
保
健
所（
☎
０
８
４
８・
25・
４

６
４
０
）へ

申
し
込
み　
2
月
受
診
は
1
月
13
日

（
金
）、
3
月
受
診
は
1
月
31
日

（
火
）ま
で
に
保
健
福
祉
課（
☎
０

８
４
８・67・６
０
５
３
）へ

と
き　
13
日（
金
）10
時
〜
13
時
、
14

時
〜
16
時

と
こ
ろ　
フ
ジ
グ
ラ
ン
三
原

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
３
）

と
き　
19
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー

プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

と
き　
23
日（
月
）13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

演
題　
家
族
で
介
護
を
考
え
る

〜
１
人
で
抱
え
こ
ま
な
い
介
護
〜

講
師　
福
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
社
会
福
祉
士  

赤
山 

亮
さ
ん

定
員
　
１
５
０
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
26
日（
木
）10
時
〜
13
時　

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

対
象　
65
歳
以
上
で
1
人
暮
ら
し
の

男
性
、
男
性
介
護
者

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
２
５
０
円

用
意
す
る
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
し
込
み　
18
日（
水
）ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
０
８
４
８・
63・

０
５
７
０
）へ

定
員　
２
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
17
日（
火
）ま
で
に
保
健

福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

６
１
）へ

と
き　
17
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時

30
分

と
こ
ろ　
県
東
部

保
健
所（
尾
道

市
古
浜
）

内
容　
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
や
気
管

支
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
相
談

問
い
合
わ
せ
先　
県
東
部
保
健
所

（
☎
０
８
４
８・25・４
６
４
１
）

と き ところ 受付時間 健診項目 対象年齢

２月15日（水）本郷生涯学習センター 9時～10時
※託児あり。

乳がん
子宮頸がん
大腸がん

20歳～
20歳～
40歳～２月16日（木）

３月６日（月）
リージョン
プラザ

２月17日（金）
３月７日（火）
～10日（金）

リージョン
プラザ

8時30分～10時30分
※託児なし。

胃がん、肺がん、大腸がん
乳がん、子宮頸がん
前立腺がん
基本・特定健診
肝炎ウイルス

40歳～
20歳～
50歳～
20歳～
40歳～

♥女性限定レディースデイ
健診

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
相
談
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ひろば
健康

こ
こ
ろ
の
な
ん
で
も
相
談

高
齢
者
虐
待
防
止
講
演
会

精
神
保
健
福
祉
相
談

家
族
の
つ
ど
い
カ
フ
ェ

運
動
機
器
の
利
用
講
習

男
性
の
料
理
教
室

献
血
に
ご
協
力
を

集
団
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　普段の生活を振り返ってみてください。あなたは
笑顔で過ごせていますか。仕事や家事、育児などの
疲れで不機嫌な表情になっていませんか。笑顔にな
れていないのは心に負荷がかかっている証拠です。
　心を休めるには自分が好きなことをする時間を作
ること。読書や音楽鑑賞、テレビを見るなど方法は
人それぞれですが、自分が好きなことに熱中して、
溜まったストレスを発散することが大切です。軽い
運動やストレッチも有効です。1日の中で、少しだけ
でも自分の時間を作るようにしましょう。
　市では「こころのなんでも相談」を行なっています。
体がだるい、眠れないなど、気になることがあれば
気軽に相談してください。
　心の負荷を軽減し、今年を笑顔で過ごしましょう。

疲れたときは気分転換を

保健師　山中郁也

こ ん に ち は

保健師です



子育て応援 生活情報掲示板健康ひろば子育て応援 生活情報掲示板健康ひろば

受
付
期
間　
1
月
30
日（
月
）～
2
月

10
日（
金
）

対
象　
市
内
在
住

で
①
～
③
全
て

に
該
当
す
る
人

①
4
月
に
高
等
学
校（
定
時
制
を
含

む
）か
高
等
専
門
学
校
に
進
学
予
定

の
人
、
ま
た
は
4
月
1
日
現
在
で
在

学
中
の
人
②
学
資
の
支
払
い
が
困
難

な
人
③
他
の
団
体
か
ら
奨
学
金
を
受

け
て
い
な
い
人

貸
付
期
間　
高
等
学
校
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
の
正
規
の
修
学
期
間

貸
付
金
額（
月
額
）　
国・
公
立
＝
１

万
３
千
円
、
私
立
＝
２
万
円

定
員　
10
人
程
度

※
審
査・選
考
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　
申
請
書（
提
出
先
に
用

意
）を
進
学
予
定
の
人
は
各
中
学

校
、
在
学
中
の
人
は
学
校
教
育
課

（
☎
０
８
４
８・67・６
１
５
４
）へ

内
容　
乳
幼
児
の
発
達
や
子
育
て
の

相
談
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

申
し
込
み
先　
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
67・

６
２
１
７
）

と
き　
2
月
3
日（
金
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
妊
娠・出
産
の
話
、栄
養
講
座

対
象　
妊
娠
５
カ
月

以
降
の
人

定
員　
15
人（
申
し
込

み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
1
月
27
日（
金
）ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
４
８・67・６
２
１
７
）へ

と
き　
13
日（
金
）①
10
時
～
10
時
40

分
②
11
時
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
、試
食
な
ど

対
象　
①
4
～
6
カ
月
児
②
7
～
10

カ
月
児
の
保
護
者

定
員　
各
20
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
6
日（
金
）ま
で
に
保
健

福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

６
１
）へ 

と
き・と
こ
ろ　
①
6
日（
金
）・紅
梅

保
育
所
②
12
日（
木
）・ぽ
ぽ
ら（
宮

浦
六
丁
目
）③
13
日（
金
）・久
井
認

定
こ
ど
も
園
④
27
日（
金
）・
本
郷

ひ
ま
わ
り
保
育
所

※
受
け
付
け
は
①
10
時
～
10
時
30
分

②
14
時
～
14
時
30
分
③
④
10
時
～
11

時
。

内
容　
身
体
測
定
、
育
児・栄
養・歯

科
相
談
、
遊
び
の
広
場

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
12
日（
木
）・
24
日（
火
）10
時

～
12
時
、
13
時
15
分
～
14
時
45
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
子
育
て
相
談
、
親
子
遊
び
の

紹
介
な
ど

対
象　
２
歳
ま
で
の
子
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・

67・６
２
１
７
）

と
き　
19
日（
木
）10
時
～
12
時
、
13

時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

と
き　
13
日（
金
）・27
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時
、
13
時
～

15
時
の
う
ち
1
時
間
。

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

内
容　
乳
房
ケ
ア
、
自
己
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
紹
介
な
ど

対
象　
出
産
前
後
の
人

定
員　
各
４
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
相
談
日
の
前
日
ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
４
8・67・６
２
１
７
）へ

と
き　
20
日（
金
）10
時
～
16
時

と
こ
ろ　
市
民
福
祉
会
館
４
階

内
容　
就
職
相
談
な
ど

※
託
児
あ
り（
要
予
約
）。

申
し
込
み
先　
県
わ
ー
く
わ
く
マ
マ

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー（  

０
８
０

０・２
０
０・４
５
１
５
）

●
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン　
　
　

と
き　
26
日（
木
）10
時
30
分
～
11
時

40
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

対
象　
0
歳
児
と
保
護
者

用
意
す
る
物　
バ
ス
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

●
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ

と
き　
27
日（
金
）9
時
40
分
～
11
時

と
こ
ろ　
久
井
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
大
型
す
べ
り
台

対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先　
久
井
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー（
☎
０
８
４
７・
32・
８
５

５
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
３
）

高
校・高
専
の
奨
学
生
を
募
集
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応援
子育て

母
子
保
健
推
進
委
員
さ
ん
と

過
ご
そ
う

年
始･

祝
日
の

小
児
科
救
急
当
番
医
院

子
育
て
応
援
相
談

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド

と き 医 療 機 関 名

１日（日） ９時〜12時、14時〜16時30分
興生総合病院（円一町二丁目）
（☎0848・63・5500）

２日（月） ８時30分〜 17時30分
三原市医師会休日夜間急患診療所
（宮浦一丁目）（☎0848・67・7040）

３日（火） ９時〜12時、14時〜16時
わきた小児科（宮浦六丁目）
（☎0848・67・7999）

９日（月） ８時30分〜 17時30分
三原市医師会休日夜間急患診療所
（宮浦一丁目）（☎0848・67・7040）

離
乳
食
教
室

母
乳
育
児
相
談

働
き
た
い
マ
マ
を
応
援
し
ま
す
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消費生活の心得　児童館へおいでよ！

児 童 館 へ お い で よ ！ 申し込み先　児童館（☎■℻ 兼用0848・67・1123）

～知
っ得情報～

消費生活
の心得●23

※いずれも申し込み先着順です。申し込み受け付けは６日（金）10時からです。
※開館時間は10時～17時30分です。月曜日、１日（日）～３日（火）は休館です。

季節工作
と　き　14日（土）10時30分～12

時
内　容　デルタカイト作り
対　象　5歳～小学６年生
定　員　19人　
参加費　100円

ママチャレンジ
と　き　17日（火）10時30分～12

時
内　容　アロマオイル作り、

ハンドトリー
トメント

対　象　子育て中の
保護者

定　員　15人　参加費　500円

親子ストレッチ
と　き　18日（水）①10時～10時

45分②11時～11時45分
対　象　保護者と

①0～1歳児
②2～５歳児

定　員　各30組

リトミックランド
と　き　19日（木）・20日（金）①10

時30分～11時②11時15
分～11時45分

内　容　リトミック（音楽表現）
対　象　保護者と①0歳児②19日

＝2～5歳児、20日＝1歳
児

定　員　各15組

茶の心～和親庵～
と　き　21日（土）10時15分～、

11時15分～
ところ　サン・シープラザ4階
内　容　お茶のお点前
対　象　3歳以上（未就学児は保護

者同伴）
定　員　各10人　参加費　250円
用意する物　ハンカチ・白い靴下

わいわいひろば
と　き　①26日（木）②27日（金）

10時30分～11時30分
内　容　豆まき
対　象　保護者と①0～1歳児②2

歳児以上
定　員　各20組　参加費　100円

アロマオイル作り、

　
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
医
療
脱
毛
の
契
約
を
し
た
。契

約
金
を
払
う
た
め
に
親
か
ら
お
金
を
借
り
よ
う
と
し

た
ら
、「
自
分
で
支
払
え
な
い
も
の
は
解
約
す
べ
き
だ
」

と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
は
契
約

時
に「
医
療
契
約
な
の
で
ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
は
で
き

な
い
」と
説
明
を
受
け
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

（
20
歳
代
、
女
性
）

　
特
定
商
取
引
法
で
は
、
美
容
医
療
の
中
で
も
エ
ス

テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
継
続
的
な
施
術
で

効
果
が
得
ら
れ
る
も
の（
特
定
継
続
的
役
務
提
供
）は
、

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
で
き
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
医
療
脱
毛
も
複
数
回
の
施
術
を
行
い
ま
す
が
、
特

定
継
続
的
役
務
提
供
の
定
義
に
該
当
し
な
い
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
や
中
途
解
約

な
ど
の
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
原
則
、
契
約
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
法
で
解
約
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
解
約
を
申
し
出
る
と
断
わ
ら
れ
た
り
、
高
額

な
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
美
容
目
的
の
施
術
は
、

多
く
の
場
合
、
緊
急
性
が

低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。施

術
の
内
容
や
契
約
に
つ
い

て
十
分
に
説
明
を
受
け
、納

得
し
た
上
で
契
約
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ト

ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
人
権
は
　
人
か
ら
で
は
な
く
　
自
分
か
ら
　

（
高
校
２
年
生
の
作
品
）

《
相
談
内
容
》

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

消費生活の困り事はこちらへ
消費生活センター ☎0848・67・6410

相談員が一緒に解決策を考えます。
と 　き　2・3日、祝日を除く月～金曜
日9時～12時、13時～16時
ところ　市役所本庁５階
【巡回相談】
と　き　6日を除く金曜日14時～16時
ところ　本郷・久井・大和支所
申し込み　相談日の前日までに、商工
振興課（☎0848・67・6072）へ

 

美
容
医
療
の
契
約
を
解
約
し
た
い
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くらしの無料相談窓口
　相談日などは変更する場合があります。事前に確認してください。

相談の種類 と　　き と　こ　ろ 申し込み・問い合わせ先

法
　
律
　・　
生
　
活

弁護士法律相談

20日（金)※要予約。受け付
けは5日(木) ８時30分から。� 13時〜16時 中央公民館 生活環境課

（☎0848・67・6178）
����11日(水)･25日(水)※いず
れも要予約。利用には収入
などの条件があります。

10時〜16時 広島地方裁判所尾道支部
（尾道市新浜）

広島弁護士会尾道地区会
（☎0848・22・4237）

司法書士法律相談 �２〜６日、祝日を除く月～
金曜日� 12時〜15時  電話相談  広島相談センター（☎082・511・7196）

法的トラブルの解決法・
窓口の案内

２・３日、祝日を除く月～
金曜日� ９時〜16時  電話相談  法テラス広島（☎050・3383・5485）

自立サポート相談� ２・３日、祝日を除く月～
金曜日� ８時30分〜17時15分 サン・シープラザ４階 自立相談支援センターみはら

(☎0848・67・4568）

���成年後見専門相談� 12日(木)※要予約。 14時〜16時 サン・シープラザ３階
障害者生活支援センター
（☎0848・63・3319

　 ��0848・63・3359）

交通事故・民事・
家事相談

２・３日、祝日を除く月～金
曜日�� ９時〜17時  電話相談  県生活センター （☎082・223・8811）

����10日(火)・23日(月) 10時〜12時、13時〜16時  電話相談  県東部地域県民相談室尾道支所
　　　　  （☎0848・25・2011）

暴力団関係相談 ２・３日、祝日を除く月～金
曜日� ９時〜17時  電話相談  暴力追放広島県民会議（☎082・228・5050）

登記相談 �18日（水） 13時〜16時 市役所本庁１階
登記証明コーナー

広島法務局尾道支局
（☎0848・23・2882）

不動産相談 �６日（金）・20日（金） 10時〜15時 サン・シープラザ４階
社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）戦没者遺族相談 �５日（木）・19日（木） 13時〜16時 サン・シープラザ３階行政相談 16日（月）

障害者なんでも相談
18日（水）※要予約。 14時〜16時 本郷福祉センター 障害者生活支援センター

（☎0848・63・3319
　 ��0848・63・3359）

４日（水）※要予約。 10時〜12時 久井保健福祉センター
６日（金）※要予約。 大和保健福祉センター

心配ごと相談

金曜日� 13時〜16時 サン・シープラザ３階 社会福祉協議会・各地域センター
（☎0848・63・0570）

�11日（水）・25日（水） 本郷福祉センター （☎0848・86・3607）
４日（水）・18日（水）

９時〜12時
久井保健福祉センター （☎0847・32・7101）

20日（金） 大和人権文化センター （☎0847・33・1308）
６日（金）	 大和保健福祉センター （☎0847・34・1214）

若者向け就職相談 18日（水）※要予約。 ９時〜12時 ハローワーク三原 ふくやま地域若者サポートステー
ション（☎084・959・2348）

教
育・子
育
て

学校生活・勉強など
の悩み相談

２・３日、祝日を除く月～
土曜日�

９時〜17時45分（土曜日
は８時30分〜17時15分）

リージョンプラザ２階
※電話相談も可。

三原ふれあい相談室
（☎0848・64・7201）

学校生活の悩み・
体罰などの相談

２・３日、祝日を除く月～
金曜日� ８時30分〜17時15分  電話相談  三原子どもサポートダイヤル（☎0848・67・6173）

※時間外は留守番電話で対応。

療育・教育相談 23日（月） 13時〜16時 サン・シープラザ３階 社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）

児童虐待通告窓口 毎日 24時間  電話相談  保健福祉課（☎0848・67・6088）

家庭児童相談 ２・３日、祝日を除く月～金曜日�
※11日（水）は要予約。　 ９時30分〜16時 サン・シープラザ３階 家庭児童相談室

（☎0848・61・0121）
健
康認知症相談 ３日を除く火・木曜日� 13時〜16時30分  電話相談  県地域包括ケア推進センター 

　　　　 （☎082・553・5353）

　
人
　
　
権

人権相談

３日、祝日を除く火・水・金曜日� 10時〜16時 サン・シープラザ３・４階 人権推進課
（☎0848・67・6044）12日（木） 13時〜16時

２日、祝日を除く月・木曜日� 10時〜16時　 市役所本庁４階

２・３日、祝日を除く月～
金曜日�

10時〜16時
人権文化センター （☎0848・66・1111）
本郷人権文化センター （☎0848・86・3333）
大和人権文化センター （☎0847・33・1308）

８時30分〜17時15分  電話相談  法務局常設電話相談所（☎0570・003・110）

女性相談
２・３日、祝日を除く月～
金曜日�

９時30分〜16時 サン・シープラザ３階 女性相談室
（☎0848・61・0122）

女性の人権相談 ８時30分〜17時15分
 電話相談  女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）

子どもの人権相談  電話相談  子どもの人権110番（ 0120・007・110）
水防・災害対策本部専用電話 （☎0848・67・6868 ��0848・67・6164）
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▲ スペシャルトークショーでは広島東洋カープアドバイザーの前田
智徳さんが、現役時代を振り返りながら、自身の健康管理につい
て話されました（12/17　がんフォーラム　リージョンプラザ）

カメラ散歩Photo Walk

▲ 小雨の影響で玉は小ぶりでもおいしさが凝縮された
リンゴ。子どもたちは笑顔で受け取りました（12/7　
善意のりんご贈呈式　円一保育所）

▲ 三原城下を模したとされる庭園。城の石垣を再現した
場所では多くの人が立ち止まり、美しい景観に見とれ
ていました（12/4　国登録記念物 舩木氏庭園の特別
公開　西町二丁目）

 ▲ 氏子の皆さんが稲わらで作った重さ250kg、長さ5.3ｍの大しめ
縄をはしごやロープを使って、3年ぶりに掛け替えました（12/3　
大しめ縄の掛け替え神事　御調八幡宮）

▲ 今年のテーマはカープV７。点灯された瞬間、拍手とともに歓声
が上がりました（12/2 ～ 1/2　ペットボトル＆イルミネーショ
ン　久井町吉田）
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写真・絵を募集しています
テーマ  
 ～あなたが残したい三原の風景～
応募資格　市内在住・在勤・在学の人
選　　考　総務広報課で選考
※応募作品の著作権は市に帰属し、市
の公式フェイスブックで紹介させ
ていただく場合があります。
※応募作品は返却しません。
申し込み　郵送またはＥメールで写
真（Ｌ判・データ）か絵（大きさは画
用紙A3サイズまで）と①名前②住
所・電話番号③撮影・制作日④撮
影・題材場所⑤作品名⑥作品エピ
ソード（70字以内）を総務広報課
（〒723-8601港町三丁目５番１号 
☎0848・67・6007 somukoho@
city.mihara.hiroshima.jp）へ

　
三
原
東
高
等
学
校
3
年
の
岡
本 

健
さ
ん
が
昨
年
10
月
に
岩
手
県
で

開
催
さ
れ
た
第
71
回
国
民
体
育
大

会（
国
体
）の
陸
上
三
段
跳
び
で
15

ｍ
00
を
跳
び
、
少
年
の
部
の
6
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
で
陸
上
競
技
を
始

め
た
岡
本
さ
ん
。
小・中
学
生
時
代

は
短
距
離
走
や
走
り
幅
跳
び
に
取

り
組
み
ま
し
た
が
、「
選
手
と
し
て

は
足
が
速
い
ほ
う
で
は
な
い
の
で
、

目
立
っ
た
記
録
は
出
せ
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
岡
本
さ
ん
に
転
機
が
訪

れ
た
の
は
高
校
入
学
後
。
陸
上
部

の
顧
問
の
先
生
の
勧
め
で
種
目
を

三
段
跳
び
に
転
向
し
て
以

来
、出
場
す
る
大
会
で
次
々

に
入
賞
す
る
な
ど
、才
能
が

開
花
し
ま
し
た
。
２
年
生
の

時
に
は
広
島
県
の
高
校
生

記
録
も
更
新
し
、初
の
国
体

出
場
も
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
活
躍
の
理
由
を

「
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

れ
る
顧
問
の
先
生
、練
習
で

一
緒
に
汗
を
流
す
陸
上
部
の

仲
間
の
お
か
げ
」と
話
す
岡

本
さ
ん
。
フ
ォ
ー
ム
の
改
善

に
は「
ど
ん
な
小
さ
な
大
会
に
も
応

援
に
来
て
く
れ
る
」と
い
う
お
母
さ

ん
が
撮
影
し
て
く
れ
た
ビ
デ
オ
が

役
立
っ
て
い
ま
す
。「
周
り
サ
ポ
ー

ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
こ
れ

た
」と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ

ん
。

　
国
体
で
は
、
リ
オ
五
輪
の
陸
上

男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
の
山
縣
亮
太
選
手
と
チ
ー
ム

メ
イ
ト
に
。「
五
輪
の
話
を
聞
い
た

り
、
メ
ダ
ル
を
掛
け
て
も
ら
っ
た

り
し
た
。
自
分
も
日
本
代
表
に
な

っ
て
五
輪
に
出
て
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
」と
力

を
込
め
ま
す
。

　
春
か
ら
は
石
川
県
の
大
学

に
進
学
し
、三
段
跳
び
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
経
験
も
あ

る
コ
ー
チ
の
元
で
競
技
を
続

け
る
岡
本
さ
ん
。大
学
4
年
生

に
な
る
頃
に
開
催
さ
れ
る
東

京
五
輪
を
目
標
に
、「
技
術
レ

ベ
ル
の
高
い
環
境
で
練
習
を

重
ね
る
こ
と
で
、も
っ
と
助
走

の
ス
ピ
ー
ド
を
つ
け
、記
録
を

伸
ば
し
た
い
」と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

●
撮
影
年
月
＝
平
成
28
年
11
月

●
撮
影
場
所
＝
三
景
園（
本
郷
町
善
入
寺
）

もみじのデコレーション
　　　　　撮影者　田

た

中
なか

雅
まさ

子
こ
さん

　もみじまつり最終日のこと。前日の雨で落葉
したモミジが一面を飾っていました。色のコン
トラストがきれいで思わず撮影しました。

撮影エピソ
ード

市民の広場

ミハラのチカラ

STORY  10
▲ 昨年10月の岩手国体では少年の
部で６位に入賞しました

三原
百景
みはらひゃっけい

※このコーナーでは、スポーツや文化・芸術活動などに情熱を注ぐ若者や子どもたちを紹介します。

三
段
跳
び
で
め
ざ
す
は
東
京
五
輪

三
原
東
高
等
学
校  

陸
上
部
3
年
　
岡お

か
も
と本 

健け
ん

さ
ん
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再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
も
発
行
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
総
務
広
報
課
へ
。

平
成
29（
2
0
1
7
）年
１
月
号

第
１
４
２
号　
毎
月
1
日
発
行

編
集・発
行
／
三
原
市
総
務
広
報
課

〒
７
２
３
│
８
６
０
１ 

広
島
県
三
原
市
港
町
三
丁
目
5
番
1
号

総
務
広
報
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.m

ihara.hiroshim
a.jp/

航空機の騒音測定結果（11月分） （Lden）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。
世帯数
人　口
　男
　女

世帯
人
人
人

　
今
年
は
小
早
川
隆
景
が
三
原
城
を

築
城
し
て
か
ら
４
５
０
年
。こ
れ
を
記

念
し
て
始
ま
る
事
業
を
前
に
歴
史
を

再
確
認
す
る
た
め
、
み
は
ら
歴
史
館

を
岩
佐
悠
里
さ
ん
と
訪
れ
ま
し
た
。

　
「
よ
う
こ
そ
。館
内
は『
文
化･

伝
統
』

『
城
下
町
』『
三
原
城・小
早
川
隆
景
』

『
ミ
ニ
企
画
展
』の
４
つ
の
ゾ
ー
ン
に

分
か
れ
て
い
て
、
見
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
よ
」と
市
学
芸
員
の
山
﨑 

愛

一郎
さ
ん
が
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
文
化・伝
統
ゾ
ー
ン
で
は
、
三
原

城
の
築
城
を
祝
っ
て
踊
っ
た
の
が
始
ま

り
と
い
わ
れ
る
や
っ
さ
踊
り
の
衣
装
を

展
示
し
て
い
ま
す
」

　
「
築
城
４
５
０
年
も
や
っ
さ
を
踊
っ

て
祝
わ
な
い
と
」と
岩
佐
さ
ん
。

　
「
三
原
城
の
城
主
は
小
早
川・福
島・

浅
野
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
岩
佐

さ
ん
は
、三
家
の
家
紋
を
知
っ
て
い
ま

す
か
」

　
「
小
早
川
家
は
左
三
つ
巴
で
す
よ
ね
」

　
「
そ
の
通
り
で
す
。
福
島
家
は
水
生

植
物
の
オ
モ
ダ
カ
。
で
は
、
三
原
浅

野
家
の
家
紋
は
何
で
し
ょ
う
。
ヒ
ン
ト

は
お
正
月
の
食
べ
物
で
す
」

　
「
お
餅
で
す
か
」

　
「
正
解
。
白
い
お
餅（
白し
ろ
も
ち餅
）に
城
を

持
っ
て
い
る
こ
と（
城し
ろ

持も

ち
）を
掛
け

て
、城
主
だ
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
中
の
模
様
は
お
餅
を

作
る
と
き
に
使
う
杵
で
す
」

　
「
家
紋
に
込
め
ら
れ
た
意
味
っ
て
奥

深
い
で
す
ね
。
お
城
を
見
に
行
く
と

き
は
、
家
紋
に
も
注
目
し
て
み
よ
う
」

と
岩
佐
さ
ん
。

　
「
戦
国
時
代
、三
原
に
は
約
60
の
お

城
が
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に

な
っ
て
徳
川
家
康
に
よ
り
大
名
が
持
て

る
城
は
１
つ
と
決
め
ら
れ
、そ
の
多
く

は
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
」

　
「
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん
で

す
ね
。
大
学
が
あ
る
場
所
も
お
城
だ

っ
た
の
か
な
」と
岩
佐
さ
ん
。

　
「
三
原
城
の
模
型
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
三
原
城
は
明
治
時
代
以
降
、
大

部
分
が
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
」

　
「
三
原
城
は
本
当
に
広
か
っ
た
ん
で

す
ね
。
山
﨑
さ
ん
、
こ
の
短
刀
は
」と

岩
佐
さ
ん
。

　
「
江
戸
時
代
初
期
ま
で
、
城
下
に
は

刀
を
作
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

三
原
で
作
ら
れ
た
刀
は
三
原
物
と
呼

ば
れ
、全
国
的
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
」

　
「
刀
は
三
原
の
特
産
品
だ
っ
た
の
で

す
ね
。
解
説
し
て
も
ら
い
な
が
ら
展

示
を
見
る
と
、新
た
な
発
見
が
あ
っ
て

と
て
も
面
白
い
」と
岩
佐
さ
ん
。

　
旧
城
下
に
は
本
丸
中
門
跡
な
ど
今

も
史
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
み
は
ら
歴

史
館
を
見
学
し
た
後
は
、
散
策
に
出

掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
担
当
室

　
☎
０
８
４
８・61・０
４
５
０

み
は
ら
歴
史
館

　
☎
０
８
４
８・62・０
４
５
０
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あ・と・が・き

三原市の人口（11月30日現在） 税などの納期（普通徴収） 明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
を
迎
え
、気
持
ち

も
新
た
に
何
か
を
始
め
よ
う
と
考
え

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
▼
今
年
は
酉
年
。
酉
と
い
う

字
に
は
、
果
実
が
極
限
ま
で
熟
し
た

状
態
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
酉
年
は
物
事
が
頂

点
ま
で
極
ま
っ
た
状
態
に
な
る
年
、

つ
ま
り
は
成
果
や
結
果
が
出
や
す
い

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
▼
今
年
は
そ

う
い
っ
た
状
態
に
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
も
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

も
の
で
す（
Ｈ
）

問問い合わせ先

○市県民税（第４期）
○国民健康保険税（第７期）
○介護保険料（第７期）
○後期高齢者医療保険料（第７期）
納期限　１月31日（火）
夜 間収納窓口（19時まで）
　毎週木曜日

小
早
川
家

福
島
家

三
原
浅
野
家

み
は
ら
の
歴
史
に

触
れ
よ
う
の
巻

　「ふるさと三原」を次の世代へと
伝えていく連載企画。県立広島大
学三原キャンパスの学生と三原の
歴史や文化を再発見していきます。

人間福祉学科2年
　　岩

いわ
佐
さ
悠
ゆ り
里さん

44,127
97,081
46,523
50,558

（+59）
（－892）
（－337）
（－555）

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝50.7
▶本郷局（本郷町船木川西上）＝53.7

み

●21

鋭い刃先。
これぞ、職人技
ですね

人口移動の詳細については
  広島県  人口移動  月報　で
　　　　　　　　　　検索
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